
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
戦
争
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
．

　
　
　
1
海
外
在
住
日
本
人
女
性
の
言
説
に
お
け
る
時
間
－
空
間
の
再
編
成
－

、
　
　
　
　
　
　
　
1

』
　
　
　
　
　
　
　
■

ノ
　
　
　
　
　
　
　
』

葉
　
　
子
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序
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
間
－
空
間
の
再
編
成

　
「
グ
ロ
ー
パ
ル
・
ナ
シ
目
ナ
ル
・
ロ
ー
カ
ル
」
と
い
っ
た
用
語

に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
一
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

を
め
ぐ
る
従
来
の
議
論
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ケ
ー
ル
に

お
け
る
社
会
的
な
空
間
の
再
編
成
が
中
心
と
な
っ
て
き
た
。
本
来
、

「
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
定
義
そ
の
も
の
が
、
「
社
会
に

お
け
る
時
間
－
空
聞
の
再
編
成
」
を
意
味
し
て
い
る
と
し
て
も
、

実
際
の
分
析
は
、
地
球
規
模
の
社
会
変
容
を
連
想
さ
せ
る
「
空

問
」
的
な
側
面
、
あ
る
い
は
、
実
際
の
地
理
的
な
場
所
に
規
定
さ

れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
そ
う
い
っ
た
流
れ
の
反
動
と
も
い
う
べ
き
か
、
こ
こ
に
き
て
、

「
時
間
」
研
究
が
あ
ら
た
な
動
き
を
み
せ
て
い
る
。
特
に
、
記
憶

や
歴
史
を
射
程
に
い
れ
た
「
時
間
－
空
間
分
析
」
が
展
開
し
つ
つ

あ
る
。
そ
こ
に
は
、
二
種
類
の
思
想
的
な
潮
流
が
重
な
り
あ
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
第
一
に
、
現
代
社
会
理
論
の
分
野
に
お
け
る
動
き
で
あ
る
。
半

分
お
ざ
な
り
に
さ
れ
て
か
け
て
い
た
「
時
間
」
の
研
究
に
一
石
を

投
じ
た
の
が
、
B
・
ア
ダ
ム
（
＞
3
昌
－
竃
〇
二
竃
藺
）
の
比
較
社

会
学
的
な
研
究
だ
と
す
れ
ば
、
A
・
ギ
デ
ン
ズ
（
零
o
珂
9
o
－

O
①
＝
ω
印
目
O
■
竃
ゴ
冨
漫
）
は
、
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
目
ン
に

お
け
る
伝
統
と
集
合
的
記
憶
と
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、

D
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
（
麦
ミ
ξ
宕
虞
）
は
、
「
社
会
的
構
成

（
ω
O
o
邑
O
O
冨
弐
昌
ご
昌
）
」
と
い
う
概
念
を
用
い
な
が
ら
、
時

間
－
空
問
の
再
編
成
に
お
け
る
社
会
的
・
主
観
的
な
側
面
を
ま
す

ま
す
強
調
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
諸
考
察
に
よ
う
て
、
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ま
さ
に
、
「
時
間
」
、
「
空
間
」
の
両
者
を
統
合
し
た
「
時
間
－
空

間
」
分
析
（
睾
げ
昌
彗
α
彗
O
雰
ま
己
竃
ト
一
5
争
昌
旦
写
q

轟
漫
一
⊂
『
q
ε
旨
）
の
あ
ら
た
な
局
面
が
切
り
開
か
れ
つ
つ
あ

る
と
い
え
よ
・
つ
。

　
第
二
の
潮
流
は
、
実
際
の
社
会
現
象
、
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が

よ
っ
て
た
つ
「
現
在
」
の
思
想
史
的
な
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
諸
考

察
と
不
可
分
で
あ
る
。
特
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
五
〇
周
年

を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
行
事
が
世
界
各
地
で
催
さ
れ
、

さ
ら
に
そ
れ
が
世
界
各
地
で
異
な
う
た
視
点
か
ら
報
道
さ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
記
憶
の
再
構
築
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
大
虐
殺

（
軍
庁
2
彗
旦
胃
彗
O
ω
⑦
＝
O
目
昌
O
目
冨
虐
）
、
湾
岸
戦
争
（
～
一
＆
－

冨
ま
彗
o
｝
a
昌
　
ε
違
）
、
原
子
爆
弾
投
下
（
米
山
5
8
）

な
ど
、
ま
さ
に
人
類
史
上
、
類
を
み
な
い
人
工
的
な
大
量
殺
薮
の

数
々
を
回
顧
し
、
再
考
す
る
機
会
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
グ
回
ー
パ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
環
境
に
お
い
て
、

人
・
も
の
・
情
報
の
み
な
ら
ず
、
「
戦
争
の
記
憶
」
1
一
見
、
普

遍
的
に
見
え
な
が
ら
実
は
乖
離
し
た
1
が
越
境
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
異
な
っ
た
主
体
の
認
識
の
ギ
ャ
ヅ
プ
が
露
呈
し
た
と
い
え
よ

う
。
す
な
わ
ち
、
特
定
の
事
件
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
問
に
位
置

づ
け
る
際
、
異
な
っ
た
主
体
の
も
つ
ロ
ー
カ
ル
な
知
識
が
、
文
字

通
り
衝
突
す
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
研
究
に
お
け
る
キ
ー

概
念
で
あ
る
「
時
間
－
空
間
の
再
編
成
」
を
、
言
説
（
デ
ィ
ス
ク

ー
ル
）
の
観
点
か
ら
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
筆

者
が
従
来
取
り
組
ん
で
き
た
日
常
生
活
に
お
け
る
行
為
分
析
に
み

る
時
問
－
空
問
の
再
編
成
を
め
ぐ
る
一
連
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
民
族
誌
）
的
研
究
（
小
川
－
8
ぎ
二
8
ξ
一
冨
雰
）
と
相
補
的

な
意
味
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
マ
ク
ロ
な
社
会
変
動
の
な
か
で
、
ロ
ー
カ
ル
な
場
所
で
当
然
視

さ
れ
て
い
た
相
互
知
識
や
常
識
を
も
つ
主
体
が
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
こ
こ
で
は
、
海

外
在
住
日
本
人
女
性
を
対
象
に
、
「
戦
争
」
を
め
ぐ
る
デ
ィ
ス
ク

ー
ル
と
そ
れ
を
語
る
主
体
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
あ
き
ら
か
に
し
た

い
。
「
い
ま
－
こ
こ
」
と
、
そ
れ
と
は
か
け
離
れ
た
「
時
間
－
空

問
」
が
再
編
成
さ
れ
て
い
く
方
略
を
み
る
こ
と
で
、
最
も
普
遍
的

な
も
の
と
最
も
特
殊
な
も
の
が
瞬
時
に
交
錯
す
る
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
冒
ン
の
ダ
イ
ナ
ミ
ヅ
ク
ス
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

グ
ロ
ー
パ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
接
合

ン
と
コ
ミ
　
　
ニ
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今
ま
で
の
議
論
で
は
、
グ
ロ
ー
パ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
目
ン
概
念
に
つ

い
て
、
あ
え
て
深
く
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
全
体
的
な
問
題
意
識

を
述
べ
て
き
た
。
こ
の
節
で
は
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
概
念
に
つ
い

て
、
筆
者
が
も
つ
理
解
と
基
本
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
概
説
し
て
お

こ
う
。

　
グ
ロ
ー
パ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
さ

ま
ざ
ま
な
研
究
分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
と

い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
経
済
学
、
地
理
学
、
社
会
学
、
都
市
研

究
、
国
際
政
治
学
、
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ズ
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
な
ど
で
あ
る
。
よ
り
正
確
に
い
う
な
ら
ば
、
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
と
い
う
ひ
と
つ
の
問
題
関
心
に
よ
っ
て
、

異
な
っ
た
研
究
分
野
の
再
統
合
が
お
こ
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え

る
（
小
川
；
違
貸
宕
8
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
思
想
史
的
な
背
景
を
異
に
す
る
諸
分
野
で
、
し

か
も
異
な
う
た
含
意
で
使
わ
れ
る
た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
冒
ン
と
い
う
用
語
に
は
、
混
乱
が
つ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

本
稿
で
は
、
こ
の
概
念
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
、
あ

ら
た
め
て
定
義
し
て
お
こ
う
。

　
第
一
に
、
移
動
・
輸
送
・
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が

活
発
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
問
－
空
間
の
再
編
成
が
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で
お
こ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
一
方
的
に
世
界
が
同
質
化
す
る
よ
う
な
動
き
で
は
な

く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
統
合
と
ロ
ー
カ
ル
な
差
異
化
が
、
弁
証

法
的
に
変
容
し
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
以
下
に
あ

げ
る
よ
う
な
対
抗
す
る
諸
力
が
拮
抗
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
普
遍
化
と
特
殊
化
（
§
～
雪
竃
＝
N
き
昌
葦
寝
『
巨
昌
－
彗
一
・

　
　
墨
ゴ
昌
）

　
　
同
質
化
と
差
異
化
（
ぎ
目
o
o
q
彗
守
き
昌
奏
皇
ま
『
彗
↓
一
苧

　
　
ご
昌
）

　
　
統
合
化
と
断
片
化
（
ま
8
o
q
『
き
昌
奉
串
品
昌
g
一
筆
昌
）

　
　
中
心
化
と
脱
中
心
化
（
o
彗
弐
筆
墨
巨
昌
く
ω
』
8
①
巨
『
彗
－

　
　
§
饒
昌
）

　
　
併
存
化
と
折
衷
化
（
言
算
岩
O
ω
；
9
く
ω
．
ω
着
O
『
彗
畠
－

　
　
庄
昌
）

　
次
に
、
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
目
ン
研
究
を
す
す
め
る
う
え
で
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
研
究
戦
略
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。
以
前
、

論
証
し
た
よ
う
に
（
小
川
冨
o
ぎ
二
㊤
竃
）
、
次
の
三
つ
の
視
点

が
重
要
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
第
一
に
、
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
現
象
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
か
、
特
に
、
ロ
ー
カ
ル
な
社
会
と
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の
関
係
に
お
い
て
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
i
（
民
族
誌
）
的
に
記
述

し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
す
す
む
な
か
で
、
ロ

ー
カ
ル
な
場
所
で
当
然
視
さ
れ
て
い
た
相
互
知
識
や
常
識
が
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
が
社
会
全
体
に
も
た
ら

し
た
予
想
外
の
帰
結
と
は
な
に
か
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。　

序
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
、
第
二
の
視

点
に
つ
い
て
、
特
に
、
「
戦
争
」
を
め
ぐ
る
知
識
に
注
目
し
つ
つ

考
察
を
行
な
い
た
い
。

　
そ
の
対
象
と
し
て
、
筆
者
が
お
こ
な
っ
て
き
た
海
外
在
住
日
本

人
女
性
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
目
ン
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
比
較
研
究

（
小
川
－
竃
ぎ
二
竃
ξ
二
㊤
竃
）
を
も
と
に
具
体
的
な
分
析
を
す

す
め
て
い
こ
う
。
近
年
、
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
研
究
と
ジ

ェ
ン
ダ
ー
研
究
を
架
橋
す
る
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
（
カ
o
σ
①
『
－

誌
o
コ
冨
竃
一
〇
〇
ご
ピ
轟
プ
凹
目
α
C
『
『
く
畠
漫
一
ω
二
）
。
C
・
エ
ン

ロ
ー
は
、
女
性
移
民
労
働
者
、
セ
ヅ
ク
ス
・
ツ
ア
リ
ズ
ム
と
な
ら

ん
で
、
外
交
官
の
妻
た
ち
や
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
女
優

を
と
り
あ
げ
、
グ
ロ
　
。
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
目
ン
の
な
か
で
女
性
た
ち

が
果
た
し
た
文
化
的
な
役
割
を
鮮
や
か
に
考
察
し
て
い
る

（
向
邑
o
o
冨
漫
）
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
共
鳴
し
つ
つ
、
「
グ
ロ
ー

バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
文
化
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
目
ン
」
の
問
題

を
論
じ
て
い
き
た
い
。

海
外
在
住
日
本
人
女
性
と
異
な
っ
た
相
互
知

識
へ
の
「
再
埋
め
込
み
（
『
霊
昌
σ
＆
昌
目
O
目
）
」

　
こ
こ
で
も
う
一
度
言
及
し
て
お
き
た
い
の
は
、
さ
き
に
あ
げ
た

グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
第
二
の
視
点
で
あ
る
。
あ
る

程
度
閉
鎖
的
で
、
共
有
知
識
が
行
き
渡
っ
た
日
本
と
い
う
情
報
地

理
空
間
を
出
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
香
港
な
ど
の
各
地
に

移
動
し
た
日
本
人
女
性
た
ち
が
直
面
す
る
の
は
、
自
分
た
ち
の
慣

れ
親
し
ん
だ
常
識
で
は
な
い
。
空
間
的
移
動
と
新
し
い
メ
デ
ィ
ア

／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
環
境
へ
の
挿
入
が
生
み
出
す
も
の
、
そ

れ
は
、
こ
の
新
し
い
文
脈
の
な
か
セ
自
分
の
知
識
を
再
認
識
す
る

作
業
で
あ
る
。
異
な
っ
た
空
間
に
お
け
る
経
験
と
は
、
同
時
に
、

そ
こ
で
共
有
さ
れ
て
い
る
歴
史
的
な
知
識
と
の
出
会
い
で
も
あ
る
。

　
椙
互
知
識
の
違
い
と
い
っ
た
場
合
に
、
も
っ
と
も
重
要
と
思
わ

れ
る
の
が
、
各
国
、
あ
る
い
は
、
各
地
に
お
け
る
歴
史
観
、
特
に

戦
争
を
め
ぐ
る
集
合
的
記
憶
の
違
い
で
あ
ろ
う
。
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例
え
ぱ
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、

「
バ
ー
ル
・
ハ
ー
バ
ー
」
、
い
わ
ゆ
る
日
本
に
よ
る
真
珠
湾
攻
撃
が

取
り
沙
汰
さ
れ
る
の
に
対
し
、
目
本
で
患
い
出
さ
れ
る
の
は
、

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
」
と
い
う
被
爆
体
験
で
あ
ろ
う
（
油
井

－
竃
3
U
o
峯
①
二
竃
庁
o
o
o
ζ
－
－
二
㊤
違
）
。
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
に

は
、
対
日
戦
争
体
験
と
い
え
ぱ
、
ビ
ル
マ
な
ど
の
地
で
日
本
と
交

戦
し
た
「
極
東
戦
線
」
、
そ
し
て
、
香
港
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど

の
植
民
地
か
ら
脱
出
を
は
か
っ
た
一
般
市
民
の
抑
留
も
含
め
た

「
捕
虜
経
験
」
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
日
本
側
に
し
て
み
れ
ば
、

対
米
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
原
爆
」
に
値
す
る
ほ
ど
、
英
国
に
対

し
て
、
明
確
な
戦
争
の
記
憶
は
思
い
当
ら
な
い
。
香
港
の
場
合
は
、

三
年
八
ヶ
月
に
わ
た
る
「
日
本
に
よ
る
占
領
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

だ
が
、
日
本
に
し
て
み
れ
ば
、
香
港
に
対
す
る
戦
争
イ
メ
ー
ジ
も

ま
た
、
あ
い
ま
い
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
特
に
、
「
戦
争
と
女
性
」
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
事
実
と
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
日
本
軍
に
捕
虜
に
な
っ
た

何
千
人
に
も
の
ぼ
る
民
間
女
性
た
ち
の
強
制
収
容
の
問
題
が
あ
る
。

一
九
七
〇
年
代
の
終
わ
り
か
ら
『
九
八
O
年
代
初
期
に
か
け
て
、

イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
戦
争
博
物
館
で
は
、
元
捕
虜
と
な
っ
た
イ
ギ
リ

ス
女
性
た
ち
の
生
存
者
か
ら
聞
き
取
り
を
お
こ
な
い
口
承
資
料
を

作
成
し
た
。
そ
の
口
述
録
音
テ
ー
プ
を
分
析
し
た
M
・
ブ
ル
ソ
ク
■

ス
（
胃
o
o
雰
冨
o
。
べ
）
に
従
っ
て
、
女
性
た
ち
が
語
っ
た
経
験
を

要
約
し
て
お
こ
う
。

　
一
九
四
二
年
か
ら
一
九
四
五
年
に
か
け
て
、
日
本
軍
に
抑
留
さ

れ
た
女
性
た
ち
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
・
オ
ラ
ン
ダ
人
な
ど
、
植
民
地

シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
極
東
に
滞
在
し
て
い
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

そ
の
な
か
に
は
、
軍
人
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
・
政
府
役
人
な
ど
の
夫

の
都
合
で
駐
在
し
て
い
た
妻
た
ち
と
、
宣
教
目
的
の
修
道
女
、
看

護
婦
な
ど
、
自
分
の
職
業
の
関
係
で
滞
在
す
る
女
性
た
ち
が
含
ま

れ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
諸
島
が
陥
落
し

た
の
ち
、
極
東
か
ら
の
脱
出
に
失
敗
し
た
男
女
含
め
て
約
2
万
人

の
イ
ギ
リ
ス
市
民
が
日
本
軍
の
強
制
収
容
所
に
抑
留
さ
れ
た
。
ほ

と
ん
ど
の
場
合
、
子
供
た
ち
を
別
に
す
れ
ぱ
男
女
は
隔
離
さ
れ
、

女
性
た
ち
は
、
日
本
占
領
下
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
島
の
各
地
に
作
ら

れ
た
約
一
五
ほ
ど
の
捕
虜
収
容
所
に
ふ
り
分
け
ら
れ
た
。
強
制
収

容
キ
ャ
ン
プ
は
、
鉄
条
網
な
ど
で
外
部
か
ら
隔
て
ら
れ
、
監
視
下

に
置
・
か
れ
て
い
た
。
プ
ル
ッ
ク
ス
が
い
う
よ
う
に
、
植
民
地
支
配

の
な
か
で
、
「
妻
」
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
夫
や
召
使
に
囲
ま

れ
て
い
た
白
人
女
性
た
ち
は
、
以
前
の
生
活
か
ら
は
程
遠
い
状
況

に
投
げ
込
ま
れ
た
と
い
え
る
。
女
性
捕
虜
に
は
、
ほ
ぽ
毎
回
2
回
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の
点
呼
、
お
じ
ぎ
な
ど
の
身
体
的
規
律
、
労
働
な
ど
が
、
日
課
と

し
て
課
せ
ら
れ
た
。
そ
の
も
と
で
、
女
性
捕
虜
の
1
／
3
、
男
性
■

捕
虜
の
半
分
以
上
は
、
栄
養
失
調
や
熟
帯
病
な
ど
で
死
亡
し
て
い

っ
た
（
零
o
o
募
－
竃
↓
）
。

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
で
き
，
こ
と
が
イ
ギ
リ
ス
で
注
目
を
浴
ぴ

た
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
表
象
の
影
響
も
大
き
い
と
い
え
る
。

一
九
八
O
年
代
に
B
B
C
に
よ
っ
て
何
回
も
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
た

テ
レ
ビ
・
ド
ヲ
マ
『
T
E
N
K
O
（
点
呼
）
』
は
、
そ
の
後
、
何

回
も
再
放
送
さ
れ
、
人
気
を
博
し
た
（
小
川
；
㊤
き
）
。
脚
本
家

の
ひ
と
り
の
こ
と
ぱ
を
借
り
れ
ぱ
、
そ
の
内
容
は
、
「
第
二
次
世

界
大
戦
中
の
三
年
半
の
あ
い
だ
、
日
本
人
に
抑
留
さ
れ
た
イ
ギ
リ

ス
人
の
女
性
た
ち
の
集
団
を
た
ど
づ
た
」
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

「
彼
女
た
ち
の
解
放
後
の
姿
と
強
制
収
容
生
活
が
も
た
ら
し
た
帰

結
」
を
描
い
た
ド
ラ
マ
で
あ
っ
た
（
籟
言
昌
ε
O
。
ゴ
冨
ω
）
。
従
来

の
男
性
中
心
の
戦
争
映
画
に
対
し
、
女
性
キ
ャ
ス
ト
を
中
心
に
す

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
の
女
性
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
登
場
さ
せ
た
点

で
、
こ
の
ド
ラ
マ
は
、
戦
争
表
象
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
視
点
か

ら
も
評
価
さ
れ
て
い
る
（
ω
彗
巴
①
q
g
8
｝
竃
卜
）
。

　
こ
の
『
T
E
N
K
0
」
は
、
二
重
の
意
味
で
興
味
深
い
。

　
第
一
に
、
C
・
エ
ン
ロ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
女
性
が
担
う
た
（
あ
る
い
は
、
担
わ
さ
れ

た
）
文
化
的
な
役
割
に
つ
い
て
の
示
唆
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
素
材
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
第
二
に
、
メ
デ
ィ
ア
表
象
の
描
き
だ
す
時
間
－
空
間
と
日
常
的

な
会
話
の
時
間
－
空
間
の
対
比
、
さ
ら
に
、
西
欧
人
と
日
本
人
が

「
極
東
」
に
入
り
込
ん
で
い
っ
た
過
去
の
植
民
地
状
況
と
、
自
分

た
ち
日
本
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
・
香
港
に
在
住
す
る
と

い
う
現
在
の
状
況
を
対
照
さ
せ
る
な
か
で
、
時
間
－
空
間
の
再
編

成
の
問
題
を
重
層
的
な
視
点
か
ら
考
察
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

い
え
る
。

4
　
『
T
E
N
K
0
』

と
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
つ
い
て

　
筆
者
は
、
一
九
八
八
年
か
ら
、
海
外
在
住
日
本
人
女
性
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
考
察
す
る
う
え
で
、
．
こ
の
ド
ラ
マ
の
視
聴
を
中

心
と
す
る
比
較
研
究
を
お
こ
な
っ
て
き
た
（
小
川
冨
㊤
ξ
一

屋
㊤
き
）
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
こ
の
番
組
制
作
者
（
二
人
の
女
性

脚
本
家
と
一
人
の
捕
虜
経
験
を
も
つ
番
組
ア
ド
パ
イ
ザ
ー
）
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
と
づ
き
、
あ
る
仮
説
を
作
成
し
た
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
は
、
『
T
E
N
K
O
』
を
み
た
日
本
人
女
性
た
ち
は
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
目
ン
の
対
象
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
う
ち
、
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ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
同
じ
く
す
る
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
捕
虜
た
ち

か
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
同
じ
く
す
る
日
本
軍
男
性
か
と
い
う
選
択

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
実
際
に
調
査
し
て
み
る
と
、
日
本
人
女
性
た
ち
は
、

ど
ち
ら
に
も
自
己
同
一
化
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
ど
ち
ら
に

も
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
し
て
い
な
い
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
な
ぜ

な
ら
、
彼
女
た
ち
の
語
る
言
説
の
な
か
で
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
二
つ
の
（
潜
在
的
な
）
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
宿
り
場
が
脱
構
築
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
た
か
ら

で
あ
る
。

　
イ
エ
ス
と
ノ
ー
が
は
っ
き
り
す
る
二
者
択
一
の
調
査
で
な
く
、

著
者
と
一
対
一
の
イ
ン
タ
ヴ
ユ
ー
、
ま
た
は
、
著
者
を
交
え
た
数

人
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
目
ン
が
、
一
定
時
間
続
く
な
か
で
は
、
次
の

よ
う
な
論
点
が
繰
り
返
し
登
場
し
、
と
き
に
は
、
矛
盾
す
る
よ
う

な
発
言
が
積
み
重
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

・
「
昔
の
日
本
人
と
今
の
日
本
人
は
違
う
」

・
「
日
本
人
男
性
と
日
本
人
女
性
は
違
う
」

・
「
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
の
立
場
に
身
を
置
い
て
観
て
い
ま
し

た
」

・
「
極
限
状
況
に
置
か
れ
た
ら
、

た
め
に
な
ん
で
も
す
る
」

・
「
人
間
は
、
み
な
同
じ
」

誰
で
も
自
分
の
身
を
守
る

　
こ
の
よ
う
に
、
語
り
の
時
間
的
な
変
容
の
な
か
で
、
「
日
本
人

と
い
う
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
」
が
前
提
と
す
る
歴
史
的
な
連
続
性
や

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
を
越
え
た
共
通
性
が
否
定
さ
れ
る
。
他
方
で
、

「
人
間
と
い
う
種
」
や
「
女
性
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
に
よ
っ
て
、

「
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
」
と
の
結
び
つ
き
が
強
調
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

「
極
限
状
況
」
と
述
べ
た
あ
と
で
、
非
常
に
身
近
な
日
常
の
経
験

に
飛
び
移
っ
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
、
言
説
ス
ト
ラ
テ
ジ
i
の
な

か
で
は
、
歴
史
的
・
領
域
的
な
連
続
性
が
否
定
さ
れ
、
再
構
築
さ

れ
る
う
ち
に
、
普
遍
的
な
時
間
－
空
間
と
特
殊
な
時
間
－
空
間
が

再
編
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
「
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
i
シ
ョ
ン
と
海
外

在
住
日
本
女
性
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
い
う
大
き
な
問
題
を

考
え
る
た
め
の
基
礎
的
な
作
業
と
し
て
、
「
言
説
の
な
か
の
時
問

－
空
間
の
再
編
成
」
と
い
う
視
点
に
注
目
し
た
い
。
つ
ま
り
、
そ

も
そ
も
、
「
離
れ
た
時
間
－
空
問
」
を
語
る
こ
と
と
「
い
ま
ー
こ
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こ
」
と
の
接
続
と
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
問

題
提
起
で
あ
る
。
五
〇
年
近
く
前
の
東
南
ア
ジ
ア
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
事
件
の
時
問
－
空
間
、
五
〇
分
間
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
時

間
－
空
間
、
そ
の
テ
レ
ビ
受
像
機
の
置
か
れ
た
部
屋
で
会
話
を
繰

り
広
げ
る
発
話
者
の
時
間
－
空
間
、
そ
の
よ
う
な
要
素
の
布
置
状

況
を
、
実
際
に
語
ら
れ
た
言
説
を
て
が
か
り
に
み
て
い
こ
う
。

　
　
　
5
　
言
説
に
お
け
る
「
時
間
－
空
間
の
再
編
成
」
の

　
　
　
　
　
ス
ト
’
フ
一
ア
“
ン
ー
1

　
　
　
　
1
「
極
限
状
況
」
と
い
う
時
聞
－
空
間
の
「
脱
埋
め

　
　
　
　
　
込
み
（
昌
詔
冒
9
星
ぎ
O
q
）
」
ー

　
こ
こ
で
は
、
海
外
在
住
日
本
人
女
性
の
言
説
の
な
か
で
み
ら
れ

た
「
時
間
－
空
間
の
再
編
成
」
と
い
う
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
う
ち
、

最
も
一
般
的
と
お
も
え
る
二
つ
の
方
略
の
記
述
と
考
察
を
お
こ
な

う
こ
と
に
し
よ
う
。

　
第
一
に
、
滞
在
地
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
驚
く
べ
き
頻
度
で
使

わ
れ
た
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
言
説
か
ら
自
分
た
ち
が
読
み
取
っ
た
状

況
を
「
極
限
状
態
」
と
い
う
こ
と
ば
で
一
括
り
に
し
、
そ
れ
を
、

メ
デ
ィ
ア
を
み
て
話
を
し
て
い
る
主
体
自
身
が
お
か
れ
た
状
況
か

ら
は
、
引
き
離
し
て
表
現
す
る
と
い
う
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
ド
ラ
マ
の
全
体
的
な
印
象
に
つ
い
て
の
言
説
で
は
、
物
語

の
テ
ー
マ
は
、
「
極
限
状
況
に
お
か
れ
た
女
性
た
ち
の
生
き
ざ
ま
」

と
い
う
表
現
が
最
も
多
か
ウ
た
（
小
川
　
お
㊤
き
）
。
そ
れ
以
外

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
（
ド
ラ
マ
の
中
で
印
象
に
残
っ
た
場
面
、
目
立
っ

た
人
物
、
感
情
移
入
で
き
る
人
物
な
ど
）
に
つ
い
て
の
会
話
に
お

い
て
も
、
圧
倒
的
に
、
「
極
限
状
況
」
、
「
極
限
状
態
」
と
い
う
用

語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
は
、
そ
れ
に
類
す
る
表
現
と
し
て
、

「
限
界
状
態
」
、
「
非
常
事
態
」
、
「
あ
あ
い
う
状
況
」
と
い
う
用
語

が
補
足
的
に
使
用
さ
れ
る
。
同
じ
言
葉
で
も
、
文
脈
に
よ
り
異
な

っ
た
含
意
を
も
つ
こ
と
は
、
往
々
に
し
て
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
の
用
語
が
お
か
れ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
比
較
し
て
み
て

も
、
意
味
的
に
共
通
性
が
高
い
と
い
え
る
。

　
こ
こ
で
は
、
四
人
で
お
こ
な
っ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
著
者

も
含
め
る
と
五
人
）
に
参
加
し
た
二
人
の
女
性
（
調
査
当
時
ロ
ン

ド
ン
在
住
）
の
言
説
を
引
用
し
た
い
。
場
所
は
、
参
加
者
の
方
の

う
ち
一
人
の
自
宅
の
居
間
で
、
時
間
は
、
ピ
デ
オ
視
聴
直
後
か
ら

お
茶
を
飲
む
た
め
に
中
断
す
る
ま
で
、
話
は
続
け
ら
れ
た
（
テ
ー

プ
C
）
。
そ
の
録
音
を
発
話
者
別
に
、
書
き
起
こ
し
た
ト
ラ
ン
ス

ク
リ
プ
ト
は
、
約
三
四
ぺ
ー
ジ
（
約
二
＝
ハ
○
行
）
に
わ
た
う
た
。

A
さ
ん
、
D
さ
ん
の
発
言
は
、
い
ず
れ
も
、
デ
ィ
ス
カ
ヅ
シ
ョ
ン
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の
初
期
（
三
四
ぺ
ー
ヅ
中
、
そ
れ
ぞ
れ
一
ぺ
ー
ジ
め
、
四
－
五
べ

ー
ジ
め
に
あ
た
る
）
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
A
さ
ん
の
言
葉
は
、

筆
者
が
全
体
的
な
番
組
の
印
象
を
尋
ね
た
質
問
に
対
す
る
答
え
で

あ
る
。
約
一
五
秒
の
沈
黙
の
あ
と
、
参
加
者
四
人
の
う
ち
、
だ
れ

が
一
番
先
に
感
想
を
言
う
の
か
を
お
互
い
に
決
め
る
や
り
と
り
の

あ
と
の
第
；
戸
で
あ
る
。
三
人
の
そ
れ
ぞ
れ
が
順
繰
り
に
簡
単
な

印
象
を
語
づ
た
あ
と
、
意
見
を
述
べ
た
の
が
、
D
さ
ん
の
発
言
で

（
注
）

あ
る
。

　
A
さ
ん
「
あ
の
、
ま
ず
最
初
は
、
そ
う
で
す
ね
、
一
番
大
き
く

は
、
一
〇
回
シ
リ
ー
ズ
の
一
回
だ
け
（
一
〇
回
連
続
ド
ラ
マ
の
第

九
話
…
著
者
注
）
と
い
う
こ
と
で
部
分
的
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け

れ
ど
、
あ
の
ー
、
今
ま
で
に
、
た
と
え
ば
日
本
の
戦
争
中
の
た
と

え
ぱ
、
キ
ャ
ン
ブ
（
捕
虜
収
容
所
…
著
者
注
）
の
様
子
を
知
ろ
う

と
か
、
そ
れ
か
ら
、
そ
の
当
時
の
日
本
の
軍
部
の
考
え
方
を
知
ろ

う
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
よ
う
な
番
組
で
、

そ
う
で
は
な
く
て
、
あ
る
極
限
状
態
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
、
ど
う

い
う
ふ
う
に
一
人
一
人
が
、
そ
の
一
人
一
人
の
性
格
を
基
盤
に
し

て
、
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
。
た
と
え
ぱ
、
困
う
た
と
き
に
は
ど

う
す
る
か
、
そ
れ
か
ら
あ
の
パ
ニ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
（
刑
罰
…
著
者

注
）
を
受
け
て
い
る
人
に
対
し
て
ど
う
す
る
か
と
か
、
そ
う
い
う

こ
と
っ
て
い
う
の
は
あ
ま
り
戦
争
、
あ
の
第
二
次
世
界
大
戦
の
、

し
か
も
ア
ジ
ア
の
ど
こ
か
の
島
で
っ
て
、
日
本
の
キ
ャ
ン
プ
で
っ

て
、
そ
う
い
う
こ
と
と
は
・
・
…
・
た
だ
た
ま
た
ま
場
面
設
定
が
そ
う

だ
っ
た
ん
で
あ
っ
て
、
一
つ
の
人
間
ド
ラ
．
マ
、
た
ま
た
ま
そ
こ
に

設
定
を
置
い
た
と
い
う
、
そ
う
い
う
番
組
な
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま

し
た
け
ど
。
そ
れ
が
ま
ず
第
一
印
象
。
（
ロ
ン
ド
ン
集
団
デ
ィ
ス

カ
ソ
シ
目
ン
テ
ー
プ
C
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
o
戸
冨
－
塞
行
）
」

　
D
さ
ん
「
（
途
中
略
）
で
も
観
て
み
ま
し
た
ら
、
わ
り
と
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う
か
、
人
問
性
に
非
常
に
焦
点
を
与
え
た
ド

ラ
マ
で
あ
っ
て
、
あ
の
、
さ
っ
き
極
限
状
態
と
v
2
言
葉
が
出
ま

し
た
け
ど
、
つ
ま
り
特
殊
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
目
ン
に
人
間
が
置
か

れ
た
ら
、
そ
れ
が
日
本
人
で
あ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
れ
、
オ
ラ

ン
ダ
人
で
あ
れ
、
何
人
で
あ
れ
、
．
た
ぶ
ん
人
間
一
人
一
人
が
こ
う

い
う
行
動
を
す
る
ん
で
は
な
い
か
、
A
さ
ん
は
こ
う
い
う
行
動
を

し
、
B
さ
ん
は
こ
う
い
う
行
動
を
し
、
C
さ
ん
は
こ
う
い
う
行
動

を
し
、
D
さ
ん
は
こ
う
い
う
行
動
を
す
る
と
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

に
焦
点
を
当
て
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
（
こ
の
番
組
…
著
者
注
）

に
関
し
て
は
で
す
よ
、
他
を
ち
ょ
り
と
知
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に
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関
し
て
は
そ
う
い
う
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
、
人
間
性
に
、
人
間
の

心
理
と
か
、
人
間
の
い
ろ
ん
な
、
あ
の
、
心
の
ヒ
ダ
と
か
、
陰
と

か
、
そ
う
い
う
も
の
に
あ
の
、
焦
点
を
当
て
て
い
る
ド
ラ
マ
だ
と

思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
端
的
に
言
え
ぱ
で

す
ね
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
で
あ
り
、
他
に
そ
の
、
た
と

え
ば
離
れ
島
に
で
す
ね
、
あ
の
ポ
ン
と
置
い
て
行
か
れ
た
あ
の
人

間
の
話
と
い
う
の
は
、
も
う
本
当
に
古
今
東
西
、
あ
の
、
昔
か
ら

い
ろ
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
も
あ
り
、
小
説
も
あ
り
、
極
限
状
態
で
人

間
の
心
理
と
い
う
も
の
を
普
通
の
、
正
常
よ
り
は
変
わ
っ
て
い
く

と
か
、
あ
る
部
分
だ
け
が
強
調
さ
れ
る
と
か
、
そ
れ
か
ら
、
あ
の
、

い
ろ
ん
な
極
限
状
態
に
押
し
詰
め
（
追
い
詰
め
…
著
者
注
）
ら
れ

た
と
き
に
変
わ
っ
て
い
く
も
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
普
遍

的
な
何
か
を
追
求
し
て
い
る
ド
ラ
マ
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
残
虐

性
と
か
、
あ
の
、
人
間
、
ま
た
は
、
二
言
で
言
え
ば
日
本
人
の
冷

た
さ
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
よ
り
も
全
体
的
に
人
問
と
い
う
こ
と

に
目
を
当
て
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
私
は
大
変
共
感

を
持
っ
て
観
ま
し
た
。
（
後
半
略
）
（
ロ
ン
ド
ン
集
団
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
テ
ー
プ
D
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
o
o
午
P
冨
㌣
ミ
o
行
）
」

多
く
の
事
例
の
う
ち
、
こ
の
二
つ
を
特
定
し
た
理
曲
は
、

か
な

り
長
い
意
見
を
述
べ
て
お
り
、
単
語
レ
ベ
ル
で
な
く
、
文
脈
レ
ベ

ル
で
意
味
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
た
め
で
あ

る
。　

こ
れ
ら
の
事
例
に
よ
り
、
筆
者
が
強
調
し
た
い
論
点
と
は
、

「
極
限
状
況
（
こ
こ
で
の
実
際
の
表
現
は
、
極
限
状
態
）
」
が
、
か

な
り
理
念
化
さ
れ
た
時
間
－
空
間
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

特
定
の
場
所
性
や
具
体
的
な
細
部
を
否
定
し
た
A
さ
ん
の
発
言
、

「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
」
を
ひ
き
あ
い
に
だ
す
C
さ
ん
の

発
言
か
ら
も
み
て
と
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
、
「
人
間
」
全
体

に
と
っ
て
の
普
遍
な
状
況
、
人
間
個
々
人
の
も
つ
本
質
的
な
も
の

が
露
出
す
る
状
態
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
発
言
は
、
同
じ
ド
ラ
マ
・
シ
リ
ー
ズ
の
な
か
か
ら
視
聴
素
材

と
し
て
選
ん
だ
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
第
一
シ
リ
ー
ズ
の
第
三
話

と
第
九
話
）
の
ど
ち
ら
に
つ
い
て
も
、
一
般
的
に
み
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
「
極
限
状
況
」
と
は
、
そ

も
そ
も
な
に
か
。
以
下
に
あ
げ
る
二
人
社
会
学
者
た
ち
は
、
そ
れ

を
最
も
突
き
詰
め
た
形
で
あ
る
、
「
強
制
収
容
所
」
の
意
味
に
つ

い
て
考
察
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
女
性
た
ち
の
言
説
を
考
え
る
手

が
か
り
を
得
る
た
め
に
、
二
つ
の
概
念
把
握
を
み
て
ゆ
こ
う
。
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第
一
の
把
握
は
、
近
代
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
大
虐
殺
の
意
味
を

検
討
し
た
Z
・
バ
ウ
マ
ン
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
に
つ
い
て
の
彼
自
身
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
ウ

た
か
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
は
じ
め
は
、
き
ち
ん
と
額
縁

に
入
れ
ら
れ
壁
に
か
け
ら
れ
た
絵
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
が
飾
り
付

け
ら
れ
た
部
屋
の
な
・
か
で
異
質
な
雰
囲
気
を
も
つ
よ
う
に
み
え
た
。

し
か
し
、
実
は
そ
れ
は
外
の
世
界
を
の
ぞ
く
窓
で
あ
っ
た
。
そ
れ

が
な
け
れ
ぱ
、
家
の
外
の
世
界
に
広
が
る
悲
惨
な
光
景
を
目
に
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
な
。
目
を
そ
む
け
た
く
な
る
よ
う
な
光

景
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
見
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
彼
は

述
べ
て
い
る
（
｝
彗
∋
彗
　
冨
o
。
㊤
一
暑
茎
－
三
一
一
）
。

　
第
二
に
、
A
・
ギ
デ
ン
ズ
の
把
握
（
9
9
昌
ω
　
－
竃
午
雪
）

を
み
て
お
こ
う
。
B
・
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
強
制
収
容
所
の
考
察

を
引
用
し
な
が
ら
、
彼
は
、
「
極
限
状
況
（
o
『
三
s
一
葦
畠
・

ま
冨
）
」
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
多
く

の
個
人
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
、
予
測
も
つ
か
な
い
よ
う
な
種

類
の
、
根
源
的
な
分
断
の
諸
状
況
（
等
昌
ヨ
9
彗
8
ω
O
；
ぎ
一
－

s
一
旦
亘
…
o
巨
；
）
、
制
度
化
さ
れ
た
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
の
も
つ
確

か
さ
を
脅
か
し
た
り
、
破
壊
し
た
り
す
る
諸
状
態
」
（
9
竃
彗
眈

H
㊤
o
。
庁
雪
）
で
あ
る
と
。
さ
ら
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
強
制

収
容
所
の
経
験
と
は
、
単
な
る
抑
留
で
は
な
く
、
日
常
生
活
と
い

う
憤
れ
親
し
ん
だ
形
態
が
極
端
に
分
断
さ
れ
る
点
が
特
徴
的
で
あ

る
。
そ
の
分
断
は
、
次
の
よ
う
な
要
素
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
容
赦
な
い
生
存
状
況
、
収
容
所
の
監
視
員
か
ら
与
え

ら
れ
る
絶
え
間
な
い
脅
威
や
実
際
の
暴
力
行
為
、
食
料
や
そ
の
他

の
生
命
維
持
の
た
め
の
基
本
的
な
要
素
の
供
給
が
欠
乏
す
る
こ
と

な
ど
で
あ
る
」
（
O
巨
忌
冨
　
冨
O
O
，
2
）
。

　
先
ほ
ど
か
ら
女
性
た
ち
の
い
っ
て
い
た
「
極
限
状
況
」
と
は
、

そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
時
間
－
空
間
な
の
か
。
こ
の
問
題
を
考
え

る
補
足
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
社
会
学
者
の
二
つ
の
考
察
に
お
け
る
共

通
項
が
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、

「
剥
奪
（
宗
召
～
き
昌
）
の
時
間
－
空
間
」
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
自
由
の
剥
脱
、
権
利
の
剥
脱
、
生
き
る
た
め
の
欲
求
の
剥
脱
、

身
体
感
覚
の
剥
脱
、
人
間
性
の
剥
脱
、
な
に
よ
り
も
日
常
生
活
の

ル
ー
テ
ィ
ー
ン
の
剥
脱
が
特
徴
と
な
ろ
う
。
『
T
E
N
K
0
』
と

い
う
番
組
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
の
な
か
で
も
、
「
剥
奪
」

と
い
う
概
念
が
、
ド
ラ
マ
の
な
か
で
描
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
の

共
通
認
識
と
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
女
性
た
ち
の
言
説
ス
ト

ラ
テ
ジ
ー
に
み
ら
れ
た
「
極
限
状
況
」
と
は
、
「
戦
争
」
と
「
強

制
収
容
所
」
と
い
う
二
つ
の
概
念
を
包
含
し
、
社
会
学
や
社
会
思
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想
の
対
象
と
も
な
る
よ
う
な
、

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

き
わ
め
て
普
遍
的
な
時
間
－
空
間

　
　
　
6
　
言
説
に
お
け
る
「
時
間
－
空
間
の
再
編
成
」
の

　
　
　
　
　
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
2

　
　
　
　
　
－
「
極
限
状
況
」
の
「
再
埋
め
込
み
（
『
8
昌
ま
ま
－

　
　
　
　
　
巨
O
q
）
」
と
主
体
に
よ
る
「
時
問
－
空
間
」
移
動
－

　
第
二
に
特
徴
的
な
の
は
、
ひ
と
ま
ず
「
脱
埋
め
込
み
」
さ
れ
た

「
極
限
状
況
と
い
う
時
間
－
空
間
」
が
、
「
メ
デ
ィ
ア
ー
対
面
コ
、
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
問
－
空
間
（
い
ま
1
こ
こ
）
」
、
「
日
常
生

活
の
時
間
－
空
間
」
な
ど
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
ゆ
く
方
略
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
「
自
分
の
経
験
す
る
時
問
－
空
間
」
「
メ
デ
ィ
ア
の
時
閻

－
空
間
」
や
「
身
近
な
戦
争
経
験
者
か
ら
聞
い
た
ス
ト
ー
リ
ー
の

時
間
－
空
間
」
と
い
う
ほ
か
の
時
間
－
空
間
を
経
由
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
な
さ
れ
て
ゆ
く
。

　
こ
こ
で
ま
た
、
同
じ
く
ロ
ン
ド
ン
で
、
さ
き
ほ
ど
の
例
（
テ
ー

プ
C
）
の
数
ヶ
月
後
に
、
異
な
る
メ
ン
バ
ー
（
著
者
を
含
め
て
五

人
）
に
よ
っ
て
お
こ
な
っ
た
集
団
デ
ィ
ス
カ
ヅ
シ
ヨ
ン
（
テ
ー
プ

D
、
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
約
二
四
ぺ
ー
ジ
、
約
八
八
○
行
）
を
参

照
し
て
み
よ
う
。

　
お
お
ざ
っ
ぱ
に
い
う
と
、
そ
こ
に
至
る
議
論
の
流
れ
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
う
た
。

　
・
「
内
容
や
事
実
関
係
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
」
↓
・
「
全
体
的

　
　
な
印
象
」

　
こ
の
「
全
体
的
な
印
象
」
の
と
こ
ろ
か
ら
、
「
戦
争
の
時
間
－

空
間
」
と
「
日
常
の
時
問
－
空
間
」
に
つ
い
て
、
「
昔
の
日
本
に

お
け
る
捕
虜
観
」
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
捕
虜
観
」
「
ド
イ
ツ
と

日
本
の
対
比
」
「
日
本
の
外
国
人
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
優
越
感
」

「
現
在
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
移
民
労
働
者
に
対
す
る
日
本
の
態
度
」

な
ど
の
論
点
が
だ
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
「
子
供
が
通
う
イ
ギ
リ
ス

の
学
校
」
「
人
種
の
多
様
性
」
と
あ
わ
せ
て
、
「
で
、
な
ん
か
話
が

飛
躍
し
ち
ゃ
っ
て
あ
れ
な
ん
だ
け
ど
（
O
戸
冨
㌣
竃
ω
行
）
」
と

い
う
フ
レ
ー
ズ
の
あ
と
で
、
「
日
本
の
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
」

「
日
本
の
新
聞
に
お
け
る
い
じ
め
の
話
題
」
「
イ
ギ
リ
ス
の
学
校
の

お
お
ら
か
さ
」
「
オ
ラ
ン
ダ
の
幼
稚
園
の
お
お
ら
か
さ
」
「
海
外
学

校
に
お
け
る
日
本
人
同
志
で
の
い
じ
め
」
「
い
じ
め
と
個
人
尊
重
」

と
い
っ
た
「
日
常
の
時
間
－
空
間
」
が
語
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
、

「
だ
け
ど
戦
争
の
と
き
な
ん
か
も
み
て
み
る
と
（
℃
9
－
竃
行
）
」

の
フ
レ
ー
ズ
を
機
に
、
「
読
者
が
自
分
の
戦
争
経
験
を
語
る
『
テ

ー
マ
戦
争
』
と
い
う
朝
日
新
聞
の
連
載
投
稿
記
事
の
な
か
の
話
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題
」
に
よ
っ
て
、
「
戦
争
の
時
間
－
空
間
」
に
ま
た
戻
っ
て
く
る
。

　
さ
ら
に
、
「
『
テ
ー
マ
戦
争
』
を
み
た
朝
日
新
聞
が
日
本
で
読
ん

だ
も
の
か
、
イ
ギ
リ
ス
に
送
ら
れ
て
く
る
衛
星
版
か
に
つ
い
て
の

や
り
と
り
」
の
あ
と
で
、
A
さ
ん
が
「
日
本
で
勤
め
て
い
た
時
代

に
地
元
の
上
司
か
ら
聞
い
た
戦
争
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
の
話
を
導

入
し
、
「
空
や
海
か
ら
の
侵
略
を
阻
止
す
る
た
め
の
地
元
民
の
工

夫
」
に
つ
い
て
、
「
鎖
国
に
よ
る
影
響
」
「
情
報
不
足
に
よ
る
無
理

解
」
「
日
本
の
西
洋
人
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
単
一
民
族
説
」
な
ど

の
解
釈
が
な
さ
れ
る
。

　
こ
れ
を
ふ
ま
え
、
別
ぺ
ー
ジ
に
あ
げ
た
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
ブ
ト
の

な
か
で
の
話
題
の
変
化
を
み
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
。
か
っ
こ
内
の
数
字
は
、
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
の
行
数
に
対
応

し
て
い
る
。

①
戦
争
時
イ
ギ
リ
ス
地
元
民
の
敵
兵
へ
の
対
応
－
近
所
の
イ
ギ
リ

　
ス
人
か
ら
聞
い
た
話
（
M
窪
－
曽
H
行
）

②
戦
争
と
い
う
状
態
が
常
識
を
起
え
た
相
互
防
衛
で
あ
る
こ
と
に

　
つ
い
て
の
や
り
と
り
（
ミ
㌣
ミ
↓
行
）

③
会
話
に
で
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
人
が
近
く
に
住
ん
で
い
る
こ
と
に

　
つ
い
て
の
や
り
と
り
（
ミ
O
O
占
お
行
）

④
戦
争
経
験
者
か
ら
当
時
の
話
を
き
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の

　
や
り
と
り
（
N
0
。
㌣
轟
ω
行
）

⑤
そ
の
年
に
亡
く
な
っ
た
戦
争
経
験
者
の
父
親
か
ら
戦
争
の
話
を

　
聞
け
な
か
っ
た
話
（
N
0
。
†
M
o
。
㊤
行
）

⑥
子
供
を
も
ち
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
今
の
自
分
が
戦
争
の
話

　
を
聞
き
た
く
な
っ
た
と
き
に
、
父
親
が
亡
く
な
っ
た
話
（
署
O
－

　
N
旨
行
）

⑦
戦
争
経
験
者
の
話
を
聞
か
さ
れ
た
ほ
か
の
人
た
ち
の
体
験
に
つ

　
い
て
の
や
り
と
り
（
M
塞
－
害
↓
行
）

⑧
イ
ギ
リ
ス
B
B
C
で
放
映
さ
れ
た
昭
和
天
皇
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

　
リ
ー
を
み
て
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
他
の
人
の
印
象
を
知
り
た

　
く
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
や
り
と
り
（
窒
o
o
山
曽
行
）

⑨
戦
争
経
験
と
い
っ
て
も
、
戦
争
の
場
所
や
兵
位
に
よ
っ
て
内
容

　
は
違
う
と
い
う
推
測
（
ω
竃
－
ω
旨
行
）

⑪
自
分
た
ち
の
子
孫
や
子
供
の
時
代
に
は
、
二
度
と
戦
争
を
し
て

　
ほ
し
く
な
い
と
い
う
や
り
と
り
（
竃
㌣
竃
o
行
）

⑪
今
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
認
識
と
し
て
は
、
戦
争
を
「
忘
れ
て
は
な

　
ら
ん
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
子
供
た
ち
に
も
そ
う
で
あ
る
と

　
い
う
話
（
竃
o
－
ω
竃
行
）

⑫
戦
争
に
は
殺
し
あ
い
は
つ
き
も
の
だ
が
、
殺
さ
れ
る
側
に
も
家
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雌
雌

剖
θ
莇
山
高
屑
o
■
肚
計
s
’

〕■
　
．

庁
－
ψ
斗
再
“

　
　
　
　
　
　
　
＞

宣
サ
雪
同
サ
陀
n
サ
而
甘
．
汁
サ
｝
τ
’
司
一
一

霜
o
べ
肚
計
サ
“
血
哺
叫
ト
d
叫
’
＾
．
d
伊

｛
昔
茸
n
θ
へ
十
〇
｝
吊
ψ
d
俳
’
氏
1
，
1

中
｝
“
苛
討
・
n
“
一
“
司
べ
一
｝
加
珪
τ
土
｛
■

再
o
べ
肚
片
き
詰
“
H
．
｛
き
庁
肚
η
■
巾
叶

へ
］
寸
註
’
］
斗
1
“
肝
証
J
■
む
■
肝
竈
量

爵
旺
斗
’
計
庁
τ
甘
サ
’
｛
さ
膏
蛆
き
叫
｝
団

排
＞
計
司
d
高
島
■
ト
討
．
砧
司
～
・
－
．

n
e
肖
＾
■
■
曲
θ
．

｝
＾
国
肚
冊
r
計
・

吊
雌
冒
邊
’
せ
“
さ
｛
莇
一
芦
皿
串
θ
｝
帝
4

岨
借
＾
耐
七
高
岬
偉
■
庁
■
甘
θ
d
缶
・
俳
“

宮
～
■
“
サ
’
前
固
帥
健
｛
吋
廿
o
汁
趾
告
時

ト
砧
～
繭
山
き
d
叫
討
．

籏
曲
庁
■
“
完
靱
囮
再
昔
．

｛
“
甘
。

獺
咋
サ
’
甜
o
＝
叶
t
き
～
サ
’
杭
黄
軸
耐
｛

き
～
サ
’
｛
“
－
“
斗
サ
｝
篶
由
e
蹄
市
国
肚

蛆
叫
サ
．
～
吋
山
サ
・
・
．

“
吋
θ
浦
司
ヰ
捕
吋
－
』
咋
け
＾
嵩
o
肺
“
一

計
き
d
叫
・
｝
吋
’
誌
耳
吋
詰
珪
回
サ
皿
＃
＃
サ

“
片
ト
H
叫
甘
．
黎
偉
き
サ
［
蘂
緕
葦
由
r

汁
錺
～
サ
’
■
｝
＝
“
甘
“
「
・
叫
“
■
七
J

■
｝
軸
θ
4
高
市
■
“
『
べ
冊
雪
’
叶
n
庁
量

叫
“
＾
甘
’
汁
S
音
’
帖
＾
吋
讐
＃
■
＞
d
’

邊
俳
“
票
s
叶
肚
両
8
q
叫
颪
■
ψ
周
φ
一
甘
画

ψ
管
中
尭
曲
瑚
o
汁
o
’
｝
伽
■
罧
申
曽
丙
J

■
H
～
㌻
吋
ト
』
咋
岬
｛
伽
」
π
“
丙
硅
』
H
‘

排
皿
罧
日
洲
帝
自
岬
肯
＾
べ
両
肯
岬
嵩
■
き
『

“
茸
■
サ
叶
寅
“
べ
■
目
肚
芹
■
偉
庁
固
一
汁

叶
咄
而
莇
け
＾
偉
’
吋
｛
J
計
き
d
叫
”
苛
．

市
サ
皿
’
「
・
せ
’
壱
θ
軸
d
両
・

　
令
』
高
o
叫
へ
＾
■
圃
骨
1
昔
市
｝
サ
さ
計

斗
庁
■
“
s
■
－
宮
韻
⊂
汁
珪
“
＃
＝
庁
サ
’

甘
伽
’
二
甘
“
甘
茗
庁
軸
“
サ
螂
剖
■
－
一
’
－

d
俳
“
専
国
d
叫
“
τ
靱
r
■
’
蠣
也
罧
協
サ
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舳
甘
｛
“
註
’

ψ
き
“
ト
．

せ
J
H
■
｝
r
汁
甘
．

｛
山
缶
．

誌
サ
岬
趾
㌫
■
“
ト
“
声
‘
計
庁
沖
莇
目
栖
‘
“

閨
叫
θ
研
邊
省
吊
サ
岬
時
叫
一
甘
芦
～
■
＾
岬
肚
讐

山
目
［
伊
軸
鼎
曽
甘
’
｝
“
H
’
団
『
餌
＝
帥

「
■
■
血
き
詰
峠
註
・
d
中
’
井
＾
籟
｝
肯
＝

d
叫
’
邊
姶
～
，
山
S
両
．
n
S
曽
理
ト
d
雷

｛
叫
≡
≡
・

“
計
耳
肯
咋
“
・
＝
・
・
．

回
量
θ
索
～
－
山
サ
　
　
…

　
｛
“
’
一
“
θ
珪
叫
“
＾
岱
さ
d
’
耐
θ
叫
“

＾
『
｛
λ
血
叶
伊
■
｝
き
d
叫
討
．
舘
吋
肺
高

洲
詞
n
目
■
H
．

　
d
’
岨
ψ
音
冊
俸
冑
O
■
諏
翫
r
汁
＾
。
｝
■

｝
d
司
甘
｝
o
藏
曲
e
〔
～
’
H
τ
“
e
莇
口

芦
高
＝
’
唖
伊
韻
r
べ
＾
＃
＃
サ
J
計
『
■
ロ

オ
斗
サ
o
計
き
d
’
ψ
邊
二
｝
庁
n
甘
■
ψ
o

渦
榊
［
“
■
“
如
山
η
『
H
■
計
ト
岸
庁
サ
’

淵
胞
ま
け
＾
母
」
汁
庁
肚
竈
匝
匝
o
d
＾

伊
“
¶
『
呵
高
屏
“
べ
＾
伽
S
再
除
暫
’
n
θ

○
庁
■
“
サ
■
蟹
凪
偉
’
面
顯
庁
亨
｛
“
■
“

凸
目
貫
サ
o
d
『
計
叶
討
o
砧
サ
岬
’
｛
I
o

■
．
｛
θ
庁
岨
”
諏
べ
曹
町
H
’
沖
－
o
■
日

＝
べ
、
凹
｝
“
“
汁
τ
8
ま
甘
J
H
■
o
趾
き

θ
両
“
司
～
甘
む
θ
サ
＃
庁
寅
』
汁
o
r
計
・

俳
甘
｝
き
苫
ヨ
“
”
’
べ
■
∫
｝
■
帆
討
’
n

甘
■
“
莇
鮨
■
　
　
叶
舳
“
r
’
皿
ψ
θ
蘭
螂
申

1
｝
■
割
軸
庁
冊
計
齪
首
庁
’
乖
渇
蜆
庁
サ
｝

計
曲
蕩
■
“
帥
甘
嵩
ト
d
『
－
“
司
～
．
，
七

帥
’
嵩
声
r
｝
“
“
H
円
叶
1
“
藏
r
べ
莇
『

＾
肯
一
、
～
■
“
θ
嵜
叫
“
＾
湘
困
～
τ
“
サ
’

皿
串
汁
吋
θ
“
割
’
妻
片
“
e
珂
弄
市
訂
・

宮
巾
呂
，
d
・
汁
q
～
’
φ
’
ぺ
｛
o
N
＞
・
叫

動
＃
H
再
骨
“
ト
庁
i
“
軸
｛
斗
d
叫
ト
註
・

｛
寮
計
｝
丙
俳
・
－
・
・
o
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言説における時間一空間の再垣成

・いま一ここ

・自分の体験のストー■」一の時間一空間日本の各メディアの時間一空閻

日本の映繭

　テレピドラマ

　　ドキュメンタリー

　　ニュース
　　　新聞）

・謂在地の各メディアの時間一空間

・濡在地の知人・身内から聞いたストーリーの時間一空間

・漏在地の戦争体験者から聞いたストーリーの時間一空間

・駿争体験者（自分の身内〕から聞いたストーリーの時間一空閥

・ほかの戦争にっいてのストーリーの時間一空間

・戦争の時間一空間

・日常生活の時間一空閥・垣限状況の時闘一空間

　
族
が
あ
る
と
い
う
話
（
竈
㌣
ω
窒
行
）

⑬
戦
争
が
け
っ
し
て
な
く
な
ら
ず
、
地
球
上
の
ど
こ
か
で
絶
え
ず

　
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
や
り
と
り
（
窒
㌣
O
O
昌
行
）

⑭
戦
争
に
な
る
と
、
男
性
の
果
た
す
役
割
が
大
き
く
な
る
こ
と
に

　
つ
い
て
の
や
り
と
り
（
震
㌣
曽
o
行
）

⑮
『
T
E
N
K
O
』
の
内
容
と
解
釈
、
ド
ラ
マ
の
手
法
に
つ
い
て

　
の
や
り
と
り
（
ω
2
－
彗
－
〃
何
）

⑯
『
T
E
N
K
0
』
に
で
て
く
る
よ
う
な
日
本
軍
兵
士
が
実
際
に

　
い
た
か
ど
う
か
の
や
り
と
り
（
害
二
何
－
）

　
以
上
の
よ
う
に
、
言
説
の
な
か
で
は
、
「
過
去
」
「
現
在
」
「
未

来
」
、
ま
た
は
、
「
真
理
」
「
真
実
」
「
事
実
」
「
現
実
」
「
経
験
」
に

つ
い
て
の
知
識
が
、
あ
る
程
度
普
遍
的
な
法
則
的
状
況
か
ら
個
人

の
印
象
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
、
重
層
的
に
参
照
さ
れ
て

い
る
。
だ
が
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
少
な
く
て
も
表
に
ま
と
め
た

よ
う
な
異
な
る
時
問
－
空
問
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
発
話
者
の
海
外
在
住
日
本
人
女
性
た
ち
は
、
自

分
た
ち
自
身
が
「
空
間
」
を
移
動
す
る
よ
う
に
、
異
な
っ
た
「
時

間
」
の
あ
い
だ
を
も
め
ぐ
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
な
か
で
、
「
極
限
状

況
」
の
「
脱
埋
め
込
み
」
と
「
再
埋
め
込
み
」
が
、
「
い
ま
－
こ
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こ
」
や
「
日
常
生
活
」
も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
時
間
－
空
間
」

を
ま
じ
え
て
な
さ
れ
て
ゆ
く
の
だ
と
い
え
よ
う
。
言
説
を
分
析
対

象
と
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
を
考
察
す
る
際
に
、
一
時

間
な
り
、
二
時
間
な
り
、
語
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
あ
い
だ
に
、

発
話
者
が
よ
っ
て
た
つ
「
時
間
－
空
間
」
自
体
が
変
化
し
て
い
る

こ
と
を
も
う
一
度
強
調
し
て
お
き
た
い
。

結
ぴ
に
か
え
て

グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
変
容
と

主
体
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

　
本
稿
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル

な
相
互
知
識
の
変
容
の
問
題
を
、
戦
争
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
い
う

視
点
か
ら
、
海
外
在
住
日
本
人
女
性
の
言
説
を
手
が
か
り
に
考
察

し
て
き
た
。
う
え
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
こ
で
は
、
言
説
に
お
け

る
「
時
間
－
空
間
の
再
編
成
」
が
二
種
類
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
『
T
E
N
K
O
』

と
い
う
戦
争
ド
ラ
マ
に
描
か
れ
た
内
容
を
、
「
極
限
状
況
と
い
う

時
間
－
空
間
」
と
し
て
「
脱
埋
め
込
み
（
2
需
昌
σ
＆
旦
畠
）
」

す
る
方
略
で
あ
る
。
第
二
に
、
主
体
が
さ
ま
ざ
ま
塗
言
説
の
「
時

間
－
空
間
」
を
移
動
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
極
限
状
況
」

を
「
再
埋
め
込
み
（
『
8
昌
ま
星
三
〇
q
）
」
す
る
方
略
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
グ
ロ
ー
パ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
目
ン

研
究
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
ど
の
よ
う
に
考
察
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
。

　
第
一
に
、
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
と
は
、
そ
も
そ
も
構
造

的
に
（
行
為
と
知
識
の
両
面
で
）
時
間
－
空
間
の
再
編
成
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
契
機
と
な
る
の
は
、
ひ
と
・

も
の
・
情
報
の
空
間
的
移
動
だ
け
で
な
く
、
世
界
時
問
の
導
入
そ

の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ー
カ
ル
な
時
間
の
流
れ
で
は
な

く
、
西
暦
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
）
と
グ
リ
ニ
ッ
ジ
標
準
時
に
従
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
（
8
昌
昌
①
昌
o
『
き
昌
）
儀
式
が
、
世
界
各
地

で
、
同
時
に
お
こ
な
わ
れ
る
た
め
に
、
ロ
ー
カ
ル
な
時
間
－
空
間

に
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
相
互
知
識
が
必
然
的
に
ぶ
つ
か
り
あ
う
の

で
あ
る
。

　
第
二
に
、
グ
ロ
ー
パ
ル
な
レ
ベ
ル
で
、
時
間
－
空
間
の
再
編
成

が
お
こ
な
わ
れ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
方
略
と
し
て
、

ロ
ー
カ
ル
な
知
識
を
も
つ
主
体
が
、
そ
の
言
説
に
お
い
て
、
時
間

－
空
間
の
再
編
成
を
お
こ
な
う
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
そ
う

い
っ
た
言
説
自
体
が
、
リ
フ
レ
ク
シ
ヴ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
変

動
を
左
右
し
て
ゆ
く
き
っ
か
け
と
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
本
稿
で
み
て
き
た
事
例
は
、
グ
ロ
ー
バ
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ル
と
ロ
ー
カ
ル
と
の
弁
証
法
を
鮮
や
か
に
提
示
し
て
お
り

さ
ら
に
考
察
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

A
「
後

（
注
）
　
参
加
者
の
女
性
四
人
（
著
者
も
含
め
る
と
五
人
）
は
、
い
ず
れ

も
夫
が
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
関
係
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と

り
が
声
を
か
け
て
、
集
団
デ
ィ
ス
カ
ソ
シ
目
ン
の
機
会
を
設
け
て
い
た

だ
い
た
。
プ
ラ
イ
パ
シ
ー
の
保
護
の
た
め
、
配
偶
者
の
会
社
に
お
け
る

役
職
は
特
定
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
夫
の
役
職
の
上
下
が
、
発
話
者
た

ち
自
身
の
発
言
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
る
・
か
、
と
い
う
権

力
関
係
の
分
析
も
こ
こ
で
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
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日
本
地
理
学
会
ε
違
年
度
秋
季
学
術
大
会
講
演
。
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冒
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号
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葉
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に
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婦
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葉
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＊
　
本
稿
の
発
想
、
お
よ
び
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比
較
調
査
の
段
階
で
、
J
・
ダ
ワ
ー
教

授
（
当
時
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カ
リ
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ル
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大
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デ
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チ
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セ
ツ
ツ
エ
科
大
学
）
か
ら
、
貴
重
な
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

記
し
て
感
謝
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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